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すみだキャンパスタウンを目指して
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は じ め に

大学があるまちの都市空間と暮らしの提案

墨田区 大学のあるまちづくり

墨田区は、東京 23 区の中で唯一大学がない区でしたが、

長年の大学誘致の取り組みの成果が実り、

文花地区に 2 つの大学が開校することとなりました。

大学の存在は、若者の流れを呼びみ込み、周辺地域の賑わいを創出するだけでなく、

その知をもって、地域の暮らしに様々な発展を生み出す可能性を持っています。

これを契機に、墨田区と 2 大学の力を集結し、

すみだならではの大学のあるまちづくりに共に取り組むことで、

職・住・学・遊が調和する〈すみだの未来〉の実現を目指します。



千 葉 大 学
デザイン・リサーチ・インスティテュート

「変化を楽しみ、自ら学び、革新を創造する。」を教

育理念に掲げ、4 年間で情報通信技術と経営に関す

る知識・スキルを活用し、国際社会と地域社会でイ

ノベーションを起こす、革新を創造する能力を身に

付ける教育を行う。「ICT× ビジネス × グローバル

コミュニケーション」をカリキュラムの柱とし、起

業を目指す。インターンシップにより、現場での課

題発見や課題解決を通じて、システム開発・保守、

新規提案、実装などの専門知識と実務を身に付ける。

2020 年 4 月 開学

情 報 経 営

イ ノ ベ ー シ ョ ン

専 門 職 大 学

I C T ビ ジ ネ ス グ ロ ー バ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
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背 景 ／ 大 学 整 備 用 地 活 用

平成 20 年度から大学等の教育機関の誘致に取り組んできた結果、墨田区内初の大学として、

旧曳舟中学校・旧西吾嬬小学校跡地及び旧すみだ中小企業センターに、情報経営イノベーショ

ン専門職大学が開学、千葉大学 デザイン・リサーチ・インスティテュートが開設すること

となりました。このエリアでは隣接するあずま百樹園と大学キャンパスの屋外空間を一体的

に整備し、地域に開かれたオープンなキャンパスとなることを計画しています。大学が地域

社会の発展と人材の育成に寄与することを目指し、両校と包括的連携協定も締結しました。

墨田区初の大学、開校。

千葉大学の先進的なデザイン教育と実践の場となる

国際的・学術的な研究拠点。デザイン・都市環境・建築・

ランドスケープ・イメージングの 5 分野を中心に相

互連携し、イノベーション創出に向けた分野横断型

の研究を行う。地元企業と連携した多様で実践的な

研究にも取り組む。墨田区という日本の伝統的なエ

リアを活用し、海外から短期留学生を対象とした、

日本の最先端技術を学ぶグローバルプログラムも実

施予定。

2021 年 4 月 開設予定

デ ザ イ ン 都 市 環 境 建 築 イ メ ー ジ ン グラ ン ド ス ケ ー プ

あずま百樹園

文花子育てひろば

キャンパスコモン

大学と地域の交流が生まれる

広場。憩いの場でもありながら、

イベントなどのさまざな活動が

行われる場に。

すみだメディアラボ（仮称）

学校法人電子学園が最先端の ICT

研究や、オンラインで活用可能な

教育コンテンツ等の開発と発信を

行う施設。

千葉大学

情報経営イノベーション専門職大学

東武亀戸線

曳舟駅

小村井駅
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す み だ が 目 指 す キ ャ ン パ ス タ ウ ン の か た ち

キャンパスの有する人的資源、学術的な蓄積、空間的資源を地域に開き、

共に活用することで、地域と大学が新たな関係性を結ぶことができます。

公開講座を実施したり、ライブラリー、カフェなどのサービスや緑豊か

な屋外空間などを地域市民も使用できるようにすることで、地域の教育

や暮らしの豊かさに寄与することができます。また、専門的な設備や知

見を開くことにより、産学連携による高度な研究・開発の場・イノベーショ

ンを創出する場としても機能することが期待できます。地域と共にシェ

アする、まるでまちのようなキャンパスを目指します。

キャンパスをまちに開く

地域全体をキャンパスに見立て、地域の中で現実の地域・社会の課題に

立脚した取り組みを行うことによって、学生の実践的な教育を行うこと

ができます。地域と大学が共同で地域課題に取り組むこと、大学内に足

りない機能は積極的にまちにある機能を活用することで、まち全体が生

きた実験場（リビングラボ）となり、実際のキャンパス以上の研究環境

をつくることができるだけでなく、区民の人材育成や地域活性化にも繋

がります。

地域で学ぶ、地域も学ぶ

キャンパスのようにまちをつくり、まちのようにキャンパスをつかう

企 業 住 宅 街

町 工 場

公 共

空 間

商 店 街



公 ・ 民 ・ 学 連 携 に よ る ま ち づ く り
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『UDC すみだ』の設立

「大学とまちの融和」を実現するためには、地域社会に必要な公的サービスを担う

「公」、地域の活力と魅力の向上を担う「民」、そして専門知識や技術を基に先進的な

活動を担う「学」の各主体が、従来の枠組みを超えて連携する新たなまちづくりの仕

組みを構築する必要があります。

それぞれの主体が共に力を合わせて〈未来のすみだ〉を実現するためには、大きな構

想の設定だけでなく、関係機関との調整、制度の改善や上位計画へのフィードバック、

フォローアップが必須です。また、一度設定した目標や施策を、めまぐるしく変わる

社会の状況に応じて再検討し、柔軟な姿勢で見直し・変更しながら運用していくこと

も重要です。

そこで、各主体の協力・連携を継続して維持し、共に構想を推進していくための中心

的な存在として、「公・民・学」が共同で設立・運営する組織をつくります。

繋がりと共創のプラットフォーム

“継続的な” 公・民・学連携を生み出す

UDC とは、アーバンデザインセンター（Urban Design Center）の略称です。「公・

民・学」が 連 携 す る ま ち づ く り 組 織 と し て、構 想 対 象 エ リ ア に 拠 点 施 設 を 構 え、

将来ビジョンの検討や都市空間のデザインマネジメント等のハード面、まちづく

りの担い手育成や地域デザインプログラム等のソフト面、双方のアプローチから、

総合的なまちづくりに取り組みます。

UDC は、2006 年 11 月の柏の葉アーバンデザインセンター（UDCK）創設時に構想された、課題解決型＝未来創造型まち

づくりのための公・民・学連携のプラットフォームです。行政都市計画や市民まちづくりの枠組みを超え、地域に係る各

主体が連携し、都市デザインの専門家が客観的立場から携わる新たな形のまちづくり組織や拠点として、UDC アジェンダ

の基に全国に展開しています。（https://udc-initiative.com/about/）
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U D C す み だ の 役 割 と 考 え 方

UDC すみだが “地域と共に” 取り組みたい 4 つのこと

創る
C R E A T E

新しい仕組み、新しい場、新しいネットワー

ク、新しい事業、新しい暮らし、新しい風景。

ハード面・ソフト面の双方から、まちに必要

なモノ・コトを考え、創造します。

学ぶ
L E A R N

地域密着型のシンクタンクとして、先進的な知

識や技術、地域の歴史や資源、社会の課題や新

しい価値観など、様々な分野について、調査・

分析・研究を進め、対話の機会を生み出します。

繋ぐ
C O N N E C T

地域内には様々な資源、多様な人や活動団体、

幅広い情報などが点在しています。これらの

モノやコトを繋ぐ役割を果たし、新たな共創

や連携を生み出します。

伝える
C O M M U N I C A T E

地 域 の 課 題 や 活 動 内 容、成 果 な ど の 情 報 を、

透明性をもって地域へ発信し、参画を促しま

す。また、取り組みやすみだの魅力について、

社会に広く発信します。

UDC すみだが前提とする考え方

誰にでも優しく（ユニバーサルデザイン） （リビングラボ）継続的・共創的に （SDGs の指針に基づいて）持続可能性

UDC すみだの役割

学習・研究・提案 実証実験・事業創出 デザインマネジメント
（ビジョン検討、企画・提案） （民間主体の積極的なまちづくり）

エリアマネジメント



拠 点 と 活 動 エ リ ア
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活動対象エリア

京島・文花地区

押上地区

大学
UDCすみだ

北十間川

鐘ヶ淵

東向島

八広

曳舟

小村井

森下 菊川 住吉
西大島

両国

錦糸町

押上

亀戸

亀戸水神

東あずま

地域にも開かれた UDC すみだの拠点を千葉大学キャンパス内に構えます。

UDC すみだの活動エリアは、まずはじめは京島・文花地区及び押上地区、

それらに隣接して流れる北十間川沿いを主としてます。将来的には墨田区全

域で、様々な取り組みを行っていく予定です。

UDC すみだの拠点（予定）

千葉大学墨田キャンパス内



U D C す み だ が 描 く 〈 す み だ の 未 来 〉
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①「すみだ」らしさの息づくまちをつくる

②地域で快適に暮らせる「すみだ」をつくる

③新しい事業が起き、人が集まる「すみだ」をつくる

④安心して暮らせる「すみだ」をつくる

⑤区民と区が協働で「すみだ」をつくる

墨田区では、区民と区が共に目指す目標として、2006 年に「墨田区

基本構想」を策定しました。その中で、〈すみだの未来〉を実現する

ために 5 つのミッションを掲げています。UDC すみだでは、それら

の実現に向けて、前提とする考え方を基盤に具体的な目標設定とプロ

ジェクトの実施を行います。

5 つのミッションをもとに、分野ごとに 10 の目標を設定します。

この目標を実現するために、すみだにある「すみだ百景」「百花園」「百

樹園」にちなんで 100（たくさん）のプロジェクトの種を蒔き、それが

すみだの歴史・伝統・文化を肥やしとして大きな木として成長し、まち

に根ざしていくことを目指します。

10 の目標と 100 のプロジェクト

「すみだ百計」で「すみだ百景」をつくる

〈すみだの未来〉をつくる

mission

5
健康づくり

3
遊休資産

の活用

10
都市型

交通手段

9
都市空間

の質向上

7
環境問題

持続可能性

6
市民科学

人材育成

8
国際都市

4
産業振興

2
防災

強靭化

す み だ の 歴 史 ・ 伝 統 ・ 文 化

エリア

マネジメント

1
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U D C す み だ の 検 討 体 制 （ 案 ） と 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル

UDC すみだの検討体制（案）

・墨田区

・千葉大学

・情報経営イノベーション専門職大学

・東京商工会議所 墨田支部

・墨田まちづくり公社

・東武鉄道

・UR 都市機構

・東京東信用金庫

・株式会社マイキー

6  7  8  9  10 11 12 1  2  3

検 討 会 （ 月 1 ~ 3 回 ）

補 助 金 交 付

キ ッ ク オ フ イ ベ ン ト

先 行 事 例 研 究 （ 全 国 U D C 視 察 等 ）

大 学 の あ る ま ち づ く り

シ ン ポ ジ ウ ム

啓 発 コ ン テ ン ツ 制 作 　 ※ 要 検 討

（ エ リ ア 模 型 ・ パ ン フ レ ッ ト ・ w e b サ イ ト ・ ム ー ビ ー 等 ）

未 来 ビ ジ ョ ン の 策 定
（ ~ 令 和 ３ 年 度 ）

概 要 書 （ 案 ） 作 成

事業スケジュール


